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表題はい ささか漠然としているが､話 しは大体 Sum ruleを中心に した こと

で､Sunrule の導 出と.それの応用 というか､いくつかの現象を とり上げ

てそれせ Sum rulpの立場から見るというようをもの とか らをってい るO内容

は別に新しいものでは希いO

話しはまず電場に対す る応答 関数の導入か ら始まり､誘電率や伝導度がフー

リエ変換で与えられ るQ最初はSpatialDispersionも含んだ一般的を式だ

が､直 ぐにいわゆ る局所近似をもちこんでそれ を落 して了うL,次に粒子系匿パ

ル ス 電場が加えられた歩合のふ るまいを古典力学的に扱って.応答蘭数の 七-

+Oでの性質を求めるo それ か ら直ちにSu皿 rule が出て来 るO すをわも

言fO-or(W,dw- 誉碧〟

…fo∞電 〕, dw- 雷撃 〟

嘉 言{Ertw,-1idw--or(0,

(1)

(2)

(3)

ここでNp･eJl･MILは系の中の 〟種の組子の密度,電荷･質量であり､添字 T

は実数部分を意味するO 最後の式で嶺分が +0 か ら始まっているめは､ J,(0)

キ 0すをわも伝導体の場合には系が無定位にを り, 0-0 の所で誘電率に8関

数型の特異性が出るためそれを避けたものであるo Spatialdispersion

や磁場の効果が無視で きをい時には､ これらの式は成立た牽く･を るQ 例えば超

伝導体の場合磁場の効果は大せ いo

Sum ruleの応用としては.まず イオン分極の 誘電分散をと･,り上げたOこ

の場合には､(1)･(r2)式の ejL に対応す るものとして適 当を有効電荷を考え る必

･rLL 要が'あ り､ またそうす総轄誘電分散の形式論は-tddinlpingや ahrhaTndnLiciIty
lヽ■
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額 fjにすれ ば)一応片附くが_それをどの ように定義す るべきかを話 したQ そ

してこれ と_通常.引用される SZiigettiら妃よっ七導入 され長有効電荷 とあ･

鴎係についても説明 したが.この辺 りは日∴太語で も仲々話 しi'こくい所で一分 り

よく話せたととは思えをいO実瞭 この点について講演後質問を受けたが_

Burste∋inが代って答えてくれた｡

次は配向分極についての簡単を注意で,Deby母 型の分散の場合には､その

ままでは､ t-O での応答娼数の形が悪いためSun rule とは矛盾する結果

･が出てくるo tの小さい所での広答招致の形は普通の分散周波数 よりも高い周

波数での分散.の形を支配し､逆にこの辺の分散を調べれ ば前者の性質が或 る程 ､_

度分 る場合もある場合 もあるはずで､そうすれ ば尚体内での双極子の回転をど

にっいて今迄 よりも ミクロスコピックを知見が得､られ る可能性もあるというよ

うをことを話したが_少し漠然とし過ぎていたよ-5把思 うO

電子分極の場合については_まず通常のf-sl鼎 ruletとの娼係について触

れ､次に(i)および(2)式をグラファイ トの価電子について具体的に検証 したTaft

とPhilippらの実験を紹介 したQ

最後は.固体′の話 しか ら外れ るが､原子核でのいわゆるGiantresonance

に Sl血 rt止eの立場か ら触れたOす奇わち原子番号Z,質量数Aの原子核を ま

とめて考えた時-tこ陽子 と中性子 とにパ ラして考 えた時とでは瑚 式の右辺 に対

する寄与が (ZeシMo)(1-Z/A),(Moは核子の質量)_たけに違って来 るが.
その差は原子核の内部運動の励起に伴 う r線の吸収卓をって現われ るO実際に

は上の蓋の殆ん ど大部分が Giarltresonance と呼ばれ る強い吸収の どこク

によって占め'られている'O

こう,Ll‥
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